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国土交通省は、全国にある一定規模の病院や診療所を緊急点検した結果・・・・・・

計約１７24施設（全体のおよそ1割）で防火扉が閉まらないなどの建築基準法違反が見つかったと発

表しました。

国交省は都道府県などを通じて是正指導を行っているようです。

緊急点検は昨年１０月に福岡市の整形外科で１０人がお亡くなりになった火災を受けた措置で、国

交省から依頼された各都道府県などが実施しました。

対象となった計１６,０８７施設のうち、１,７２４施設の防火設備で建築基準法違反が確認されたそう

です。最も不備が多かったのは防火扉が適切に作動しないケースで９１０施設もあったそうです。

防火扉やシャッターを撤去した施設も４３０カ所あったそうです。？

また点検対象のうち、５４１施設において無届けで増改築を行っていたことも明らかになったそうで

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この数字をどう思われますか？

設備業者の私達は、防火扉がすべてを決するとは決して思いませんし、現実の火災では防火扉が
あらゆる火災の危険全てを遮ってはくれません。
ですが、皆さん！　諸悪の根源はこれらの大切な設備の不備を無視したり、届けや検査を「まあ
いいか」と　通り過ぎて行く　その心根ではないでしょうか。
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